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～研究動機～ 
ポーカーを数学的に解明し、どの手が優れているのか
を発見するため。 

～研究～ 
※数字の強さは考えない　　

【カードを入れ替えた時の役の確率を考える】
前提：　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　…（A） 
３ ５ ７ ９ 11

～考察～ 
三枚入れ替える場合は、二枚入れ替えた場合
には出ない役が出るようになるため、総合的
な確率が大きくなったのではないか。 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～結論1～ 
二枚入れ替えてストレートが出る確率の方が大きく
なる。しかし、総合的に見ると三枚入れ替える方が
役になる確率は大きい。　

1枚 2枚 3枚 4枚 5枚
ロイヤル ― ― ― 0.00127% 0.000195%

ストフラ ― ― 0.018% 0.00168% 0.00176%

フラッシュ ― ― 0.999% 0.275% 0.0879%

ストレート ― 1.48% 1.06% 0.464% 0.357%

フルハウス ― ― 0.111% 0.161% 0.138%

フォーカード ― ― 0.012% 0.291% 0.0224%

スリーカード ― 0.832% 0.012% 2.29% 2.05%

ツーペア ― 2.49% 4.38% 4.97% 4.68%

ワンペア 25.5% 36.6% 41.2% 42.8% 42.0%

ブタ 74.4% 58.5% 50.3% 48.9% 50.4%

～今後の展望～ 
・対戦形式のポーカーの確率を求める。 
・前提を変えたときに、同じような結果になるのかを調べる。 

♧ ♠♥♥ ♦

四枚入れ替える　　　　　　　　　　　　　 
（ア）11がペアになる　278536.8通り 
（イ）11以外のA でペアになる　19685通り 
（ウ）A 以外でペアになる　82121.4通り 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　五枚入れ替える 
（ア）Aでペアになる　32388通り 
（イ）A 以外でペアになる　60420通り 
 

～仮説１～ 
二枚入れ替えてストレートが出る確率
よりも、二枚の同じマークを残しほか
の三枚を入れ替えた時に、フラッシュ
が出る確率の方が大きくなる。 

ここで、表全体を通してみると…

～仮説２～
４枚入れ替えるのが役が最も出やすいの
ではないか⁉

ワンペアが出る確率に着目する。

4枚入れ替えた
時が最もペアが
出やすい。

～結論２～

役
入れ替える枚数


